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A 4 准品の咀嘸/吋一ン；咀喰£の鮮朽
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食　物　３

目的　≪々の機器|てよ．て濯恨しf:食品の物性値＼　ん向の主観的な列かと肉係ブける

試みがあきれているm, 咀唯や砥Tこなと"の生理的な面かけ分に考屍されマロろ

い。ネ原島では碓:晶のテク又'千ユアを人向の生?ff ^班面から調べる§6μ･･
’‾　･･‾゜’●-‾”r‾゛‾”J　″″ﾐl-‾　●　－f-●・’f〃ﾉｰ”yﾐ‾ｗ　　しw･ ’ ‾y゛‾　f　‾ｊ　φ｀'･●
t孝べヽているbきIてi にかかる力rある≫J.噛匡の測定を行い，^の解斯を試み鳶。

い丸な

に食ぶロ

　方ま　刎呪μ)顛小型の瓜力者襖器-k埋め£んだ義嚇お作り。歯・欠損訥こ叢iしμ

准品ttべて口るヒきに義%内の鳶力者検番＼こまｼﾞる侶号を動歪測定劃こよダマβ1カr-t

俵，^悟レ. 溥供記録葦劃こ<rﾘ記録した，この方法トリ，食品を冷べ始めたおりヽら

碓べ｀終るITの咀嶼瓦の/ヽりーンを測定，記剱rき斟參嶼テフ,I- L 仁種^の孝＆の恥状

ぽﾉぶχﾉOﾒﾉβ・・？'ある。

　結象　采品含噛んμ吋の咀喚の荷重一時内曲線の/り一>のう$, 特に乖物屯 b/::>^
れ引

回i I-噛んだ時のﾉり一丿こ基つｍ ｌ ，テ又トした槽4の食品t 4-つのリ,..,レーフリこ4け直

　．^糾四り各グ＼しーフ哨の袁馴球夏しバむの幻ﾚｰﾌ・t /3廓にき3 3 フのiりメタ

が碍れf-。すなわ訂･坪均咀喘β㈲;咀喚向齢カリ咀噴将^ まrのpg.嗅匡と･づの早均

値バそ)>!^噺回数助;噛むI3教'V'咀肴用昶ヵヽり釘i マの咀喘ｿEのt・－ク教。陶咀喚呼m印

；咀鴫陶始^ヽら終3 I で･の孝心がロの帽こ滞ってI) ろ時肉。一札N と丁4ヽf^乖めた噛む
動作一回当リの平均咀喘回教蒐崔いぜ・£散々･あ% 一海当リのぞ均咀嶮回教卵3 アス

トし芦碓S^のチ'?スわｰｱの劃咋も拘らI"つ5 If"一乞の乞'Tヽしら

A 5 粉貳犬豆加工品吉素財とし乍ク､Ｖ牛－の暦吠
　　　　　　　　　　神戸々丈涙政　Ｏ久山純^･簾非淑子

　a的：澱湊的r.肩和丿欠豆tjつ妁M・伝純食品以外の^μしマ判用するな副で、大豆製

晶含粉状r^ し司縦図取り汐量て飢ヽt . /a f 。よI,ヽク｡、秀一K調製りiること､･を目的レし乱

　方法：材料l6t/]ヽ麦粉、珀脂、THY糖およヅ岬をそμぞiA夕、10、/Sおl び/S% 用い七もの

含対照として. 大且粉、即ち勅吠にレ代蕉瀕大豆玄磨砕漉乾燥・牡人豆加工晶あろいば、

謡物昶大豆ダしパワ製品によ。て. Ask勅・ZO. toおよび/oo ‰代替レ仏弟法･て燧。て

調製し衣らと. 厚すぢ。、直脛卯。て沃型し/sol. /z分聞焙麓し㈹7 ､y秀一玄試料と

した, ら。凍すはしオメーター-?、粘弾地はミヤ/ｸﾞ｀ラブ･てよリ濯ぼし官。クヽヽ､キ一の

浚す。もろぎ玄レわ- タ一/'より測児い官能昶査はニゑ嗜好試睡茲、順肛法Kより評

禰した。ま札ク､ｙキ一のペプシ> Inよろ消化手玄ム。。､yまで測定しT'.
■秘粟：督能蔵:てよろと參戻人丿加工晶（r.w.s.p.) 右痴f口しr<7 ､片- li、苛フスサ

・一。色、切い（喬ばし叫冰( 自滅がある）なとヽ総合して朝舟醵物杜大豆タンパク製品

玄湊匍し代ワ｡ノキーより肩巻1てよいとw誦ずμ乱n バーのドウ(n麗もまr.w.a.v.勣口

1てよ･7て増大し. 粘弾tやや大とは,てドウ左押ばす、型り酋徊Jとヽ｀の導作がしや

i <出札溥慧し六グッ4 -はr.へ.s.p.の鏑加番t&り;まで増象｡ても、'4の硬寸cfe

ろずぽ対照。小禽鳥ﾌ､^iキー臼まとんじヽ同埴玄ぶレて、ふ昭悉加久､^－は、習能的にも

肩避、lてよいと営価すれ骸、石あ。ごのク､./秀-のペプシンによを
クV 寺一乙ほば｀同値・勿% t禍弔のT-'. でW. S. P.冷肩の米農咸/分や:冲分に剥用寸拓殖羞

的/m・高い^ ､キーが'^られ散と必lら政ろ。


